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環環境境目目標標（（５５））よよりりよよいい環環境境へへ市市民民みみんんななでで取取りり組組むむままちちづづくくりり  
～計画を推進するしくみづくり～ 

～現況～ 
 
しんしろエコガバナンス宣言（循環社会推進課） 
 

 旧新城市は、環境管理の国際規格 ISO14001 に取り組んできました。「新城市都市環境

基本計画」と「新城市環境基本条例」をベースにした環境マネジメントシステムを構築

し、平成 13 年 2 月の認証取得後も取り組みの内容や職員の資質向上などの継続的改善に

努めてきました。 

平成 17 年 10 月 1 日、市町村合併により新しい新城市が誕生し、市民・事業所・行政

が協働して持続可能な市民自治社会を地域全体でつくりあげていく「しんしろエコガバ

ナンス宣言」（平成 18 年 2 月 25 日）を行い、新たな新城市の環境の取り組みがスタート

しました。これまでの旧新城市において取り組んできた ISO14001 の成果と反省点を踏ま

えるとともに、それに市民自治の考え方を加えて持続可能な地域社会をめざしていこう

とするものです。 

 
【しんしろエコガバナンス 3 つの柱】 

 
１．エコオフィス ： 紙・ごみ・電気などの取り組みで、事務室や家庭において 

環境への悪い影響を減らそうとするもの 
 

２．エコアクション： 温暖化防止の取り組みや河川の水質改善、環境ボランティア

など環境を保全・改善しようとするもの 
 

３．エコガバナンス： 環境に軸足を置いた市民自治社会の確立と充実をめざし、 
そのしくみを市民みんなでつくりあげていこうとするもの 

 
 
【しんしろエコガバナンスのめざすもの】 
 
 
 
              → 
 
 

              → 

行政による統治 
（ガバメント） 

協働統治・市民が主役の 
行政運営（ガバナンス） 

環境消費型社会 環境育成型社会 
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取り組みの評価検証の 
仕組みを確立 

 
 

     

 

 

確実に実行 

 

 

【市町村合併による今後の取り組みの基本方向】 

 
 
           旧新城市 
 
 
 
 
 
 

   本庁、総合支所、公共施設等 
 
 
 
 
 
 
 

市の業務に関わる全ての利害関係者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小さな EMS から大きな EMS へ 

本庁の取り組み 

市全体の取り組み 

市役所全体の取り組み 

その次の段階 

行政運営全体を通した 

環境パフォーマンスの向上 

次の段階 

ＰＤＣＡマネジメントサイクル 

による行政運営全体のシステム化 

と質的向上 

当 面 

システムの定着と職員の 

環境意識の更なる向上 

いろんな人が参加 
しやすい仕組みづくり 

地域の可能性・環境力 
を高めること 

取り組みの成果を確実 
にあげること 

外部審査機関の審査を受けなくても、

取り組みの妥当性・透明性・客観性を

確保できるようにすること 
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キーワード 計画を推進する仕組み 

施策の目標●環境家計簿運動の推進 評価 × 

地球温暖化の主な原因物質である二酸化炭素の排出抑制に環境家計簿運動を通して取り組みます。

施 策 項 目 
 
環境家計簿の実施 
 
環境家計簿の配布（循環社会推進課） 
 ガス、水道、化石燃料等のエネルギーの節約について管理する「環境家計簿」を広く市民に普及

させることを目的として、環境家計簿の記入用紙の配布等によるＰＲを行っています。 
 

課題・問題点等 次年度以降の展開 

 

 

広く市民に環境家計簿を普及とまでは至らなか

った。 

 

 

手軽に多くの市民が参加できるイベント等の実

施により、環境家計簿を普及させていく。 

施策の目標●事業所環境管理・監査の推進 評価 △ 
事業活動全般において環境保全に配慮していく環境マネジメントシステムと環境監査に取り組み

ます。 

施 策 項 目 

 

 

環境マネジメントの実施 
 
【しんしろエコガバナンス検討会】 
新城市独自の新しい環境マネジメントシステムを構築するための推進組織「しんしろエコガバナ

ンス検討会」を設置しました。 
 
職員研修（人事課） 
トップ経営層から一般職員まで、それぞれの役割にあった研修を行うことにより、力量の向上を

図っています。 
研修名 研修の内容 

市長・助役・教育長・部長職研修 ・自治体経営とＥＭＳ 
・しんしろエコガバナンスの意義と将来の方向 

課長職研修 ・環境問題とＥＭＳ 
・しんしろエコガバナンスの現状と改善方策 

エコオフィス推進員研修 ・本市のＥＭＳと環境の取り組みのポイント 
ＥＭＳ推進員研修 ・本市のＥＭＳと環境の取り組みのポイント 
一般職員研修 ・環境問題とＥＭＳ 
しんしろエコガバナンス検討会委員研修 ・環境問題とＥＭＳ 

・しんしろエコガバナンスと改善方策 
内部環境監査員研修 ・監査員としての力量の向上に関すること 
ＥＭＳ新任研修 ・環境問題一般と本市のＥＭＳ 
ＩＳＯ日常研修 ・環境活動のモチベーション及びレベルアップ 
内部環境監査員養成研修 ・内部環境監査の知識や手順 
ＥＭＳ講師養成研修 ・ＥＭＳ研修の講師としての知識 
ＥＭＳ特定業務従事者研修 ・特定業務に必要な知識及び技術 
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ISO14001 認証取得事業所等連絡会議（循環社会推進課） 

ISO14001 の取り組みを地域に根ざし、組織ごとの取り組み内容を継続的に改善するとともに横

のつながりを確立し、コミュニケーションを充実することによって、環境への取り組みの効果がよ

りいっそう高まることを目的として定期的に会議を開催しています。 
 
【ISO14001 認証取得事業所等連絡会議開催状況】（市町村合併後） 

開催年月日 連絡・検討事項 

第 9 回（H17.10.31） ①市議会議案（9 月議会） ②自動車エコ事業所の募集 
③産業廃棄物税のあらまし 等 

第 10 回（H18.1.30） ①市議会議案（12 月議会） ②産業廃棄物税について 
③しんしろエコガバナンスについて 

第 11 回（H18.5.22） 
①市議会議案（3 月議会） ②しんしろクリーン作戦の実施 
③廃棄物情報の提供に関するガイドライン 
④サントリーフーズからの情報提供 

第 12 回（H18.8.2） ①新規参加企業について ②市議会議案（6 月議会） 
③改正・改正予定の環境関係法令 

 
【ISO14001 認証取得事業所等連絡会議名簿】（平成 18 年 10 月末現在） 

事業所名 
三菱電機㈱名古屋製作所新城工場 コマツハウス㈱ 
㈱大紀ｱﾙﾐﾆｳﾑ工業所新城工場 ㈱育良精機製作所愛知新城工場 
横浜ゴム㈱新城工場 BASF INOAC ポリウレタン㈱本社工場 
新東工業㈱新城製作所 バルカーセイキ㈱ 
共和レザー㈱新城工場 瀧川オブラート㈱ 
㈱ｲﾉｱｯｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ八名事業所 光田屋㈱ 
オーエスジー㈱新城工場 新城市商工会 
中村建設㈱名古屋支店新城営業所 ㈱トンボ鉛筆 新城工場 
サミットアルミ㈱新城工場 新城市 
㈱アイデン  
  

課題・問題点等 次年度以降の展開 
 
新しい環境マネジメントシステムの構築 
 

新しい EMS の構築と職員・市民・事業所等へ

の周知徹底 

施策の目標●環境情報システムの整備 評価 △ 
環境の保全と改善に向け適正な環境情報システムを整備します。また、このシステムを通して環境

情報を提供し環境教育・環境学習を支援します。 
施 策 項 目 

 
環境情報の提供（循環社会推進課） 
 本市の環境施策等に関する情報提供については、ホームページを中心に整備を進めています。

また、月 1 回発行される広報において、環境情報ページ「エコとぴっくす」を連載しています。 
ごみの出し方等の市民に直接関係する情報は、各戸配布や回覧を利用し周知を図ります。 
 

課題・問題点等 次年度以降の展開 

 

 
市民等に対する環境情報の効果的な周知・ＰＲ。

 

 
市民のニーズを踏まえた環境情報の提供。 

 


